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　本書は、工学系の学部、特に機械系の学科に

所属する学生が、物理学の基礎科目として熱力

学を学ぶ場合の教科書あるいは参考書としてま

とめたものです。

　基本的事項として、熱力学の難解さを感じ得

る内容について、熱力学の内容を整理して理解

するための事項を記載し、読み進める際の道標

となるようにしています。また、本書では具体

的な数値を用いた図表を要所に掲載し、イメー

ジによって内容をより理解しやすくするように

しています。

　熱力学を学ぼうとする多くの初学者の方々に

読んで頂き、少しでも熱力学の理解の向上に繋

がれば幸いです。

内容紹介

「なぜ難しいのか」を知る著者が書いた、挫折させないための熱力学。

全国の書店・ネット書店にてお求めい

ただけます。お取り扱い店は以下の

ウェブページをご覧ください。

https://www.kindaikagaku.co.jp/book_l
ist/detail/9784764961319/

工学初学者のための熱力学入門

https://www.canva.com/design/DAGxbZ7_ffo/sHjbuAq7HuiEJkrETh7FYQ/edit
https://www.canva.com/design/DAGxbZ7_ffo/sHjbuAq7HuiEJkrETh7FYQ/edit
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